
総研レポート「組合員・地域住民が考えるＪＡの現在と将来」

農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

地域とともに歩むＪＡを目指して

「自分とはあまり縁のない組織」「農協への関心は薄れてきている」「農協がなくても困

らない」「農協に希望することはとくに無い」。当総研は農作業委託者と農協との関係につ

いて今調査を進めているが，これはそのヒアリング調査における作業委託者(正組合員)の

声である。もちろん，これは委託者のなかの一部の声であり，委託者の過半は農協とのつ

ながりを維持しようと考えている。しかし，少数派ではあっても委託者の生の声は痛烈に

響いてくる。

委託者アンケートでは作業委託後の農協行事への参加頻度を訪ねたが，「従来どおり」

が約６割あるものの，「減少」「参加しなくなった」は合わせて２割強あった。一方，信

用・共済事業については事業の性格もあり急に利用が縮小することはないが (「従来どおり」

８割弱)，油断は禁物であろう。この調査では委託者の後継者・次世代にもアンケートを実

施したが，農協の必要性についてたずねたところ「必要」42％に対し，「あまり必要を感

じない」「必要性を感じない」は合わせて46％もあり，委託者の次世代にとって農協の存

在感はかなり薄いものとなっている。

いまひとつ注目されることは委託者と地域との関係である。作業委託後も集落の寄り合

いや集落・地域活動に従来どおり参加している者が圧倒的に多い(８割超)が，これも委託

者の次世代となると若い世代ほど集落内の人たちとの交流に対する積極性が薄れてきてい

る。また，集落・地域への愛着についても「愛着・関心がある」(54％)と「何とも言えな

い」(42％)・「愛着・関心はない」(４％)が拮抗している。

この委託者次世代の地域への愛着・関心の弱まりと農協への期待感の弱まりの間には何

らかの相関があるに違いないと思い，クロス集計したところ，地域への関心の弱い人ほど

農協への期待感も薄いことが分かった。

一方，都市化の進んだ地域だけでなく，中山間地域においても高齢化，後継者不足など

により農業生産を軸とする集落機能が衰弱している地域は多い。そして，農業生産とのか

かわりが少なくなる委託者次世代の場合には集落や地域への関心も弱まる。このように農

業生産の構造変化は集落機能の低下，地域社会の危機に結びついていく。さらに集落・地

域社会の変化は農協の存在感の危機へとつながっている。

地域の農業と地域社会が危機に瀕しているなかで，各地を回ると，多くの農業経営者，

農業後継者，NPO，地場企業そして農村の女性起業家たちが地域の農業と地域活性化の

ために立ち上がっている。そこで耳にする言葉は農協への厳しい批判と強い期待である。

彼らは「地域力」を強化するためには地域を存立基盤とし，物的・人的に強力なネットワ

ークをもつ農協の役割に強い期待をしている。今月号はＪＡ大会に向けて実施したアンケ

ートを取り上げたが，回答者ひとりひとりの声を無駄にすべきではない。農協への期待を

きちんと受け止め，地域のために行動すべき時である。次世代に期待され，地域とともに

歩む農協となるために。

（（株）農林中金総合研究所 常務取締役　鈴木利徳・すずきとしのり）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

などの調査研究論文や，『農林漁業金融統計』

の最新の統計データがこのホームページから

ご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2009年６月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】
・地域社会農業からの基本計画見直し
――地域重視による戦後農政の転換――

・＜講演＞ 中国農村改革の現状と課題
・韓国のFTAを巡る動向
――米韓FTAとEU韓国FTAの行方――

・地球温暖化と漁業
・地域再生への挑戦
――島根県隠岐郡海士(あま)町――

【協同組合】
・「担い手」を対象とした農業融資強化の取組み
――２県域での事例から――

・国際財務報告基準における協同組合出資の取扱いを
めぐる最近の動き
・デンマークの酪農組合

【組合金融】
・2009年度の組合金融の展望

【国内経済金融】
・地銀等の農業融資への取組みとその特徴
・効率化により顧客サービスを向上させる平塚信金
・地域金融機関における顧客基盤拡充の取組み
――広島信用金庫西風新都支店の産直市――

・感染症パンデミックの背景と経済への影響
・若者をめぐる環境変化と支援強化
・農業の生産現場における地球温暖化問題への対応
・輸出・生産に下げ止まりの兆し
――ただし，雇用・消費悪化の本格化が順調な景気回復を

阻害――

【海外経済金融】
・金融機関の不良資産買取をめぐる欧州の動向
・米国クレジットユニオンの現況と経営戦略－(4)
――地域コミュニティの発展に取り組むノースイースト・

コミュニティ・フェデラル・クレジットユニオン――

・米国経済は一進一退の様相から夏場に底打ち試す

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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